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１ はじめに／２ 本論文の構成／３ 本論文で対象とする問題／４ 先行研究 
本論 




第五章 明治期前後以降における「－化」の用法 ―社会思想資料・辞書を中心に― 
第六章 明治中期～大正期の「－化」 ―新聞見出し・新聞記事・雑誌を中心に― 


















































































・2010 年 11 月 13 日日本語学会中国四国支部大会（場所：山口大学[人文学部講義棟２階大
講義室]）発表題目：「江戸時代における「－化」の考察」 
（イ）本論文２章３章５章６章が以下の２本に基づくこと。 
・2012 年 5月「漢語接尾辞「－化」の史的変遷」『日本語学会 2012 年度春季大会予稿集』p111
～p118（「要旨集」であるが、Ａ４版８ページに及び、審査があるものである） 
・2013 年 3 月｢漢語接尾辞｢－化｣の意味用法の変遷｣（『岡山大学大学院社会文化科学研究科
紀要』35号） 
（ウ）本論文７章が以下の１本に基づくこと。 
・2016年 11月「接尾辞「-化」の新用法の成立と展開」（『岡山大学大学院社会文化科学研究
科紀要』42号 投稿済み） 
 次に予備論文段階で指摘された問題点、①中国古典語の用例の羅列が目立つ点、②現代語の分析
に一貫性がなく不十分である点、③説明不足の部分、④不自然な日本語が多い点、という４点につ
いて、修正の説明をしてもらった。 
①については句読点を打ち、下線を引き、必要な場合は日本語訳を付したこと、②については第
七章を独立して執筆し、内容を取捨選択して検討を加えたこと、③については記述を厳密にしたこ
と、④については日本人話者に校正を依頼し完璧を期したこと、が説明された。 
 さらに本論文の概要を自分の言葉で述べてもらい、同時に日本語の能力を示してもらい、十分な
日本語の能力を有することを確認した。 
 これらの説明・確認ののち、各委員からの質疑応答をおこなった。 
 「-化」が接尾辞「-化」へと展開する具体的な様相を具体的に示していること、用例を探して非
常に努力していること、従来あまり注目されてこなかった科学訳本や医学本などの分野の書物に注
目した点、造語されたと思われる「□化」の例を 1774 年『解体新書』にある「淆化」と主張してい
る点、近年の「見える化」などの用法にも目を向け、それが可能用法として纏められるのではない
かと主張した点、意味の変化・形式の変化・前接部の拡大など接尾辞「-化」の成立や発展を明快に
分析している点、形式的にも整っていること、論旨と体裁が整理整頓されて読みやすくなったこと
など、論文は高く評価された。 
以上、質疑応答で評価された点、研究史のうえで評価される点をまとめると、次の４点となる。 
本論文の優れた点は、第一に電子データで検索した用例以外に、江戸時代の医学・科学訳本、明
治期の哲学書・思想書に直接あたり、自力で精査し、多くの用例を収集した点にある。集めた用例
はおよそ 12000であり、相当な労力が払われたことが認められる。実証的な態度もあわせて評価さ
れるものと思われる。 
第二に、その用例から、「-化」の変化を具体的に描いてみせたことである。本論文以前には「-
化」の通時的な研究は『日本国語大辞典』「語誌」の記述が主たるもので、本論文の調査および考察
 
 
は研究史上に重要な成果をもたらした。「-化」の変化には、古典語と一緒だが意味に違いのある語、
新しく作られた語、日本語を「□化」にしたと思われる語、前接部が長くなったこと、前接部が地
名・外来語をとるようになったことなど、多くの現象が生じたが、それらをもとにして接尾辞「-
化」の史的変化を描いてみせたということである。 
第三に、こうして「-化」が接尾辞「-化」に推移していく具体相を描いたが、これは単に一つの
語彙の推移というだけではなく、現代日本語の重要な字音接辞要素である「-化」の成立やその史的
展開を明らかにしたということである。現代語における接尾辞「-化」の用法を記述した先行研究も
あるが、そうした静的な捉え方とは異なって、「-化」の意味や用法がダイナミックに変遷し、現在
も変化の途中にあることを示した意義は大きい。一つのモデルケースとなるであろうと思われる。 
第四に、中国の古典語の「-化」の用法も調査し、日本語との対比をした点である。接尾辞「-化」
の成立にあたって、一度は検証しておくべき事項であったが、従来、取り組まれていなかったもの
である。この検証によって「-化」の展開が日本独自のものであることが確認された。 
一方で次のような問題点も指摘された。 
第一に用例をたくさん集めてどういう変化が生じたかを述べたことは良いが、そうした変化が生
じた理由や原因について掘り下げて論じて欲しかったという指摘である。これは本論文全体に当て
はまる問題である。今後、研究への姿勢に研鑽を積んで欲しい。 
第二に、用例の解釈にさらに掘り下げて欲しい点があることである。たとえば本論文には『玉葉』
に「（人が死んで火葬して）煙になる」ことを「煙化」と表現している例を挙げているが、日本語の
表現「煙になる」を「□化」で表現したものと見え、これなどはもっと積極的にとりあげて「-化」
の意味変化に位置づけるなど、十分に論ずる必要があったと思われる。 
第三に中国語古典（漢文）の挙例、解釈に誤謬が散見されることである。前項と合わせて用例一
つ一つの吟味に力が及ばなかった点は素直に認めざるを得ない。 
このような問題点もあるものの、申請者の用例収集の努力、研究の誠実さ、実証的な態度、得ら
れた結論に一定の説得力を有することなど、博士論文として十分に認められるものである。 
以上により、審査会は全員一致で博士論文として合格と判断した。 
